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　分子童 16kDの ガ ラク トシ ド結合性 レク チン

（16K・レ クチン）の ニ ワ トリ胚衰皮（inovo 及び

in　vi廿 0）におけ る局在を、特異抗体を用い て

光顕的並びに電顕的に検討 しだ 。 ニ ワ トリ騒

（孵卵13， 17日齢）脚部の 皮膚を4％ホル ム アル

デ ヒ ド固定後、凍結切片（4μのを作製、HRP法
にて局在部位を光顕的に観察 した 。　 また in
vitro 系 として 、孵卵 13日ニ ワ トリ胚脚部皮膚

凝、完全合成培養液（BGJb）＋hydrocortisone

（20nM）± retino1 （20μ 8加 D 中にて 1日間 、 さ

らtZBGJb＋Bt2cAMP（2niM）中に て 8日間培養後 、

1旦 gyg系と同様に 処理 した 。 また電顕観察に

は 、 HRPi去（包坦巨前染色法）並びに コ 匸コイ ド金法

（包埋後染色法）を用 いた 。

　光顕的に観察 すると 、 塾 g堕 ， 彑！vitro 系

いずれの場合にも 、 角化 した表皮の 中間層及

び表層 に反応陽性で あ っ た 。 また 「e輌 no1 によ

り粘液化生を来 した表皮で は、表層が反癒陽

牲を示した 。 電顕的には 、 角化 した表皮に お

いて 、 反膳は主 に細胞膜及び細胞問隙 ez−一｛致

して分布して い た。

一
方 、 粘液化生 を来 し痊

裘皮で は 、 粘液顆粒 に反応が認め られた 。

　
一般に 、16K一レ クチンは腸の 粘液顆粒に存

在して い る こ とが知 られてい る 。 今回の 結果

か ら、 粘液化生を来した表皮の 粘液顆粒にお

いても、16K一レクチンが出現す るこ とが明ら

かとな っ た 。

　 ヒ ト多形核白血球 （pnN）をオプ ソニ ン化ザイ

モ ザン A（OPZ》またはカル シ ウム イオノホ ア（A23
「

181）で刺激すると、OPZでは接触する食胞膜 で、

A2318Tでは形質膜自由表面全体で O≡ ， 目2e2 が

生成することを報告 した　（Exp．CeU　Res，194：

19躰2了．1991）。

今巨1我々 耆ま　Phorbo1　剛yristate 　acetate 　（P汽A）

と角2318了の 刺激によるPMNの フ リ
ー

ラジカル生

成を光顕的陛BT法 （0 ；｝、電顕的Ce 法（H202）

で検索し膜活性化物質による フ リ
ー

ラジカル 生

成部位の 相違につ い て比較検討 した。

PMA単独刺激でPMNは強く細胞凝集 し，細胞間接

触面にの み O ；，H2G，生成が認め られた。PMA・A2

318了同時刺激で は、細胞凝集にともなう細胞聞

接触面の反応に加え、形質膜自由表面にも反泌

沈殿物が観察された 。 　こ の ことは 、pnAで刺激

された P階は他の細胞 と接触しては じめ てプ リ
ー

ラジカル をその 接触面で生成するこ とを示唆

してお り、いわゆる
“

活性化型P剛曽
の機能や、

膜NADPH　oxidase 活性化機構の 活性化物質の違

い による差 を知る上で興味深い 。
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